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函館市立  
青柳中学校  
校  訓 「自立  互恵  貢献 」  

 

令和５年１２月２５日  

 

「２学期をふり返ると」  
 

                        校長  三  谷  龍  司  
 
１２月も下旬となり、例年並みに冷え込みも一段と厳しく、雪の量も多くなり

ましたが、今学期も本校の教育活動推進に保護者・地域の皆様や各関係機関の皆
様にあたたかいご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。  
新型コロナ以外、インフルエンザの感染拡大が懸念する状況を踏まえ、基本感

染防止をあらためて念頭におきながら、継続した感染対策に努めてまいります。
これまで同様に、ご家庭でも自覚ある行動をお願いいたします。  

さて、本日で２学期が終わります。今学期も２年
生の宿泊研修や全校での文化祭、１年生校外学習、
後期生徒会活動の開始、地域公開学習参観、憲法学
習会などの教育講演会、ノーマリー教室など、子ど
も達がそれぞれ成長を遂げ、「成長する学期」とな
るように計画実施いたしました。それぞれの「実り」
はいかがだったでしょうか？本日学級担任から手
渡される通知表も参考とされ、お子様と今学期の実
り（成長）について話し合っていただければと思い
ます。通知表に表れない成果や成長も当然あります
から、向上した点を見いだし、ぜひ褒めていただき

たいですし、また課題については丁寧にふり返らせ、大いに励まし意欲を喚起さ
せていただきたいです。  
３年生は卒業まで約３ヶ月という時期になり、い

よいよ進路実現に向けて重要な時期になりました。
義務教育を終えるにあたり、多くの人が人生の中で、
初めての進路選択をするというのが、この中学校３
年生の時期です。今後もご家庭でもお子様とぜひ十
分に話し合い、取組など励ましていただければと存
じます。また、１・２年生の保護者の皆様も、やが
て来る進路のことや日頃のお子様の学習、生活の様
子などを話し合っていただければと存じます。懇談
期間は終わりましたが、いつでもご相談ください。  
近年、予測が困難で変化の激しい社会にあっても、「心豊かに自ら学び自ら考

え、たくましく生きる人間の育成」・「健康で充実した人生を送り、生涯にわた
って共に学び、共に教えあう生涯学習社会の形成」は、変わらずに求められてい
ます。文化、価値観、社会規範がめまぐるしく変わる現代社会に生きる私達にと
って、たとえ何歳になっても必要なものは、周りと適切に関わりながら、主体的
に学び、健康で心豊かな人生を追求することではないかと考えます。子どもの教
育において、学校では「一生を通じて学ぼうとする姿勢の基礎」を、ご家庭では
「人間形成の基礎」を、地域社会では「社会生活の基礎」を培い、三者が連携し
ていくという体制と連携がさけばれて久しいのですが、それぞれの立場で自らを
ふり返りながらともに働きかけてまいりたいものです。  
２０日間という期間ですが、冬休みは家庭での生活が多くなります。配付いた

しました「冬休みの生活心得」等を参考に、保護者のご指導のもと、「安全で意
義のある楽しい生活」を心がけさせていただきたいと存じます。今年もたいへん
お世話になりました、来年も何卒よろしくお願いいたします。  
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本校生徒活躍しています！ 綱引き大会男子有志優勝＆準優勝  女子野球北海道選抜２年 田代 咲愛さん 

 １２月９日に開催された、函館市民スポーツフェスティバル「綱引き大会」に有志で出場し、３

年男子チームが優勝、１・２年野球部チームが準優勝しました。青柳中学校としては初めての出場

となりますが、前日の練習を経て、団結力を高め、見事力を出し切りました。また、四国で開催さ

れたベストフレンドマッチ四国２０２３中学女子軟式野球交流大会に、Ｕ－１５女子北海道選抜選

手として２年 田代 咲愛さんが選出され、見事全国優勝を果たしました。さらに、今後開催され

る男子の大会では、２年 山上 幹太さんが代表選手に選出されております。 

 今年度、多くの生徒およびチームが、全国・全道大会という大舞台で活躍しました。今後とも、

子どもたちの更なる活躍への応援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

    優勝：３年生有志        準優勝：１・２年生野球部   ２年 田代咲愛さん 

子どもたちの健やかな成長を願って 

 

函館市立青柳中学校生徒指導部 宗 廣 邦 彦 

 

本校の生徒指導の基本方針は、「子どもの現状をありのまま受け止めた上で、子どもたちが自

ら考え、正しい判断のもと活動できるように教え育てる」です。子どもたちが将来、社会の中

で心豊かにたくましく生活し、自らの手で幸せを掴むことができるよう、内面的な成長を促す

指導を大切にしています。 

今の中学生が生きていくこれからの社会には、方法や手順、未来像などすべて自分で考えな

ければならない場面がたくさんあります。そういう時に、豊富な知識や経験があればあるほ

ど、よりよい選択ができるはずです。そのために、３＋７＝□に当てはまる答えのような、正

解が一つしかない問いばかりでなく、○＋△＝１０のような、○や△に当てはまる答えが幾つ

も考えられるような問いに向き合わせています。そのような取組の中で、学校や保護者、友だ

ちなどの支えを得ながら、たくさんの経験をして、自分自身がそのときどうすればよかったか

などを振り返る場面を大切にしていくことによって、人生の経験値が増え、将来的に自身の幸

せにつながっていくと思います。 

また、子どもの将来を見据えた教師の指導や助言が行き届くために、子どもと教師との信頼

関係を大切にすることも心がけています。この時期は、「心」も「身体」も大きく成長できると

きであり、人間性が育つ大事な時期だととらえ、学校は一人ひとりに丁寧に関わるようにして

います。 

未来を担う子どもたちが、学校が安心して安全に生活する場所であり、その中で一歩一歩確

実に前に進んでいくことができるよう、学校・保護者・地域が連携して取り組んでまいりたい

と考えております。今後ともご理解ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

   


